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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピロキシカムの局所的な局所投与のためのマトリックスパッチであって、
該マトリックスパッチは、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能な
カバー層と該適合性の裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層からな
り、
該自己接着マトリックス層は、以下の本質的な重要な要素：
　アクリルコポリマー自己接着基剤であって、その中に以下：
　　薬学的に有効な量のピロキシカム、
　　ペトロラタム、
　　ポリビニルピロリドン、ならびに
　　ジメチルイソソルビドおよびジエチレングリコールのモノアルキルエーテルの一方ま
たは両方
　を維持するアクリルコポリマー自己接着基剤、
のみを含有する、マトリックスパッチ。
【請求項２】
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの局所的な
浸透のために、該皮膚と接触して配置され得る、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項３】
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　前記自己接着マトリックス層が、０．１％～１５％のピロキシカムを含有する、請求項
１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項４】
　前記自己接着マトリックス層が、１％～５％のピロキシカムを含有する、請求項３に記
載のマトリックスパッチ。
【請求項５】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有し、ジエチレングリコー
ルのモノアルキルエーテルを含有しない、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項６】
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
し、ジメチルイソソルビドを含有しない、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項７】
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項８】
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項９】
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、請求項１に記載のマトリックス
パッチ。
【請求項１０】
　前記除去可能なカバー層が、フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
ルムである、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１１】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドおよびジエチレングリコールの
モノアルキルエーテルを含有する、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１２】
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置するための、請求項１に記載のマトリックスパッチであって、局所的に該
マトリックスパッチは局所的に付着させられることを特徴する、マトリックスパッチ。
【請求項１３】
　ピロキシカムの局所的な局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリック
スパッチは、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該
適合性の裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層からなり、
該自己接着マトリックス層は、以下の本質的な重要な要素：
　アクリルコポリマー自己接着基剤であって、その中に以下：
　　薬学的に有効な量のピロキシカム、
　　ペトロラタム、
　　ポリビニルピロリドン、
　　溶媒、および
　　ジメチルイソソルビドおよびジエチレングリコールのモノアルキルエーテルの一方ま
たは両方
　を維持するアクリルコポリマー自己接着基剤、
のみを含有する、マトリックスパッチ。
【請求項１４】
　前記溶媒が、テトラヒドロフランである、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
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【請求項１５】
　前記溶媒がエバポレーションにより除去される、請求項１３に記載のマトリックスパッ
チ。
【請求項１６】
　前記溶媒の除去後のピロキシカムの重量百分率が、１％～５％のピロキシカムである、
請求項１５に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１７】
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの局所的な
浸透のために、該皮膚と接触して配置され得る、請求項１３に記載のマトリックスパッチ
。
【請求項１８】
　前記自己接着マトリックス層が、０．１％～１５％のピロキシカムを含有する、請求項
１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１９】
　前記自己接着マトリックス層が、１％～５％のピロキシカムを含有する、請求項１３に
記載のマトリックスパッチ。
【請求項２０】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有し、ジエチレングリコー
ルのモノアルキルエーテルを含有しない、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２１】
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
し、ジメチルイソソルビドを含有しない、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２２】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビド、およびジエチレングリコール
のモノアルキルエーテルを含有する、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２３】
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２４】
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２５】
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、請求項１３に記載のマトリック
スパッチ。
【請求項２６】
　前記除去可能なカバー層が、フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
ルムである、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２７】
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置するための、請求項１３に記載のマトリックスパッチであって、局所的に
該マトリックスパッチは局所的に付着させられることを特徴する、マトリックスパッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の引用）



(4) JP 5948322 B2 2016.7.6

10

20

30

40

50

　本願は、米国特許法第１１９条第ｅ項のもとで、２０１０年５月２７日に出願された米
国仮出願番号６１／３９６，３４７に対する優先権を主張する。この仮出願は、その全体
が本明細書中に参考として援用される。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、ピロキシカム（周知のＮＳＡＩＤ）の局所（すなわち、経皮）送達のための
マトリックスパッチ、ならびにそれを用いる急性および慢性の疼痛および炎症の処置の方
法に関する。これらの疼痛および炎症は特に、鎮痛薬および／または抗炎症薬（この場合
にはピロキシカム）の投薬を必要とする、スポーツ傷害により引き起こされる疼痛および
炎症であるか、または他の筋肉痛もしくは傷害である。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景）
　疼痛は、大きく動的な需要を与える。非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡＩＤ）は、世界
中で最も一般的に処方される薬物のうちでも最たるものであり、そして全ての有害な薬物
反応の報告のうちの約４分の１の原因である。ＮＳＡＩＤは、リウマチ病を罹患する患者
（重篤な胃腸（ＧＩ）の合併症の危険性が増大した集団）のために広く処方されている。
ＮＳＡＩＤの局所投与は、全身性の有害な影響（例えば、消化性潰瘍疾患およびＧＩ出血
）の発生を低下させながら、罹患組織への局所的な増強された薬物送達という利点を与え
る。従って、疼痛を局所的に処置することが好ましい。なぜなら、活性薬物分子を疼痛お
よび炎症が局所的である箇所に送達し、そしていわゆる初回通過代謝を回避し、これによ
って、全身の曝露および有害な影響を最小にするからである。医師および患者の、安全な
、有効な、簡便な、部位特異的な疼痛管理を与えし得る、処方薬治療に対する興味および
要求が増大している。
【０００４】
　皮膚を通して薬物を局所送達する際に、多くの技術的挑戦が存在する。局所投与される
ＮＳＡＩＤは、ゆっくりと少量ずつ、全身循環に浸透する。局所投与後のバイオアベイラ
ビリティおよび最大血漿中ＮＳＡＩＤ濃度は、等価な経口投与と比較して、一般にそれぞ
れ５％および１５％低い。製品処方物は、局所送達の成功（例えば、薬物の浸透速度、皮
膚の刺激、および製品の安定性）に対して劇的な影響を有する。従って、処方薬の強度（
ｐｒｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ－ｓｔｒｅｎｇｔｈ）の局所ＮＳＡＩＤが、２００８年初期以
来米国においてのみ入手可能であったことは、驚くべきことではない。
【０００５】
　当該分野は、ヒトと動物との両方において、疼痛および炎症を取り扱う方法を充分に備
えている。世界中の医学文献および特許が、これらの状態が処置され得る多くの方法を記
載しており、多かれ少なかれ、所定の状況において成功している。経口投与される剤形は
、鎮痛薬および抗炎症薬の主要でないとしても１つの適切な投与形態である。経口投与は
、必然的に全身投与であるので、多くの例において、望ましくない有害な副作用を引き起
こす。別の投与形態は、薬物が皮膚を通して局所的に投与される、局所投与である。局所
投与の１つの形態は、パッチの使用による形態であり、これらのパッチは、多くの異なる
形態を取り得る。本発明は、疼痛および炎症の経皮処置のための、ピロキシカムを含有す
る新規なマトリックス型パッチに関する。
【０００６】
　ピロキシカムの局所投薬のための新規マトリックスパッチ、ならびにこのマトリックス
パッチを用いて急性および慢性の疼痛および炎症を処置する方法を提供することが望まし
い。本発明のマトリックスパッチは、皮膚を通しての優れた薬物浸透を有する。すなわち
、より多くのピロキシカムが送達され、これによって、所定の治療有効量のピロキシカム
の所定の期間にわたる投与を達成するために、小さいパッチが使用されることを可能にす
る。このことは、匹敵する量のピロキシカムの経口投与または全身投与よりも良好な臨床
効力および減少した副作用をもたらすはずである。さらに、本発明のマトリックスパッチ
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は、有用な市販可能な製品のために必要な、優れた物理的安定性および化学的安定性を有
する。本発明のマトリックスパッチは、皮膚の刺激がほとんどまたは全くなく、哺乳動物
の皮膚と極めて適合性である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（発明の要旨）
　本発明は、ピロキシカムの局所（すなわち、経皮）投与のための新規マトリックスパッ
チ、ならびに急性および慢性の疼痛および炎症、ならびに関連する症状の局所処置のため
の方法に関する。本発明は、部分的には、経皮パッチでの最小数の成分の使用が、認容可
能な治療用パッチを提供するのみでなく、ピロキシカムを患者に効果的に送達もするとい
うことの発見に基づく。本発明のマトリックスパッチは、同じ活性成分を含む他のマトリ
ックスパッチと比較して、より大きい安定性を有することが想定される。具体的には、１
つの局面において、このマトリックスは、アクリルコポリマー自己接着基剤中の薬学的に
有効な量のピロキシカムから本質的になり、この基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニ
ルピロリドン、ならびにジメチルイソソルビドおよび／またはジエチレングリコールのモ
ノアルキルエーテルのいずれかを含有する。本発明のマトリックスパッチは、ピロキシカ
ムの有利な効果を達成するために、所定の期間にわたって局所的にピロキシカムが吸収さ
れることが意図される部位（単数または複数）に、ピロキシカムを送達する。これらのパ
ッチは、ピロキシカムがこのマトリックスパッチから溶出するにつれて、ある期間にわた
るピロキシカムの迅速な、または即座の放出のため、あるいは所望であれば、より長期間
にわたる制御放出または徐放のために調製され得る。
【０００８】
　その最も広い局面において、本発明は、治療有効量のピロキシカムを、皮膚と接触させ
て配置される自己接着マトリックス内に有する、新規マトリックスパッチに関する。本発
明のマトリックスパッチは、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示し、従って、
疼痛および／または炎症が起こっている部位（単数または複数）への局所的なピロキシカ
ムの効果的な経皮投与を可能にする。従って、ピロキシカムは、全身投与によって生じ得
る望ましくない有害な副作用を可能な程度まで最小にするように、局所投与される。
【０００９】
　本発明のマトリックスパッチは、慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛
風および偽痛風、月経困難症、転移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後
神経痛、神経障害性疼痛、スポーツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手
根または膝の腱炎または滑液包炎、手根管症候群、外側上顆炎（ｌａｔｅｒａｌ　ｅｐｉ
ｃｏｎｄｙｌｏｓｉｓ）、腰部の疼痛および傷害などに関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症の局所処置において有用である。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、薬学的に有効な量のピロキシカムをアクリルコポリマー自己接着基
剤中に含有し、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、ならびにジメチ
ルイソソルビドおよび／またはジエチレングリコールのモノアルキルエーテルのいずれか
を含有する、マトリックスパッチ。
（項目２）
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの浸透のた
めに、該皮膚と接触して配置され得る、項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目３）
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　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、項目３に
記載のマトリックスパッチ。
（項目５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目４に記載のマ
トリックスパッチ。
（項目１０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１１）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１２）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１３）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１４）
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有する、項目１に記載のマ
トリックスパッチ。
（項目１５）
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
する、項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目１６）
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、項目１５に記載のマトリックスパッチ。
（項目１７）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目１８）
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、項目１に記載のマトリックスパ
ッチ。
（項目１９）
　前記除去可能なカバー層が、フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
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ルムである、項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目２０）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、アクリルコポリマー自己接着基剤中の薬学的に有効な量のピロキシ
カムから本質的になり、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、および
ジメチルイソソルビドを含有する、マトリックスパッチ。
（項目２１）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目２０に記載のマトリックスパッチ。
（項目２２）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、項目２１
に記載のマトリックスパッチ。
（項目２３）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目２２に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２７）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目２３に記載の
マトリックスパッチ。
（項目２８）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３１）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３２）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目２０に記載のマトリックスパッチ。
（項目３３）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有し、前記裏打ち
層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前記マトリック
ス層がキャスティングされた不織布であり、そして前記除去可能なカバー層が、フルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルムである、項目２０に記載のマトリッ
クスパッチ。
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（項目３４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３８）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目３３に記載の
マトリックスパッチ。
（項目３９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４１）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４２）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４３）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、アクリルコポリマー自己接着基剤中の薬学的に有効な量のピロキシ
カムから本質的になり、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、および
ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを含有する、マトリックスパッチ。
（項目４４）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目４３に記載のマトリックスパッチ。
（項目４５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、項目４４
に記載のマトリックスパッチ。
（項目４６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４９）
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　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目４５に記載の
マトリックスパッチ。
（項目５１）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５２）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５３）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５４）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５５）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目４３に記載のマトリックスパッチ。
（項目５６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有し、前記裏打ち
層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前記マトリック
ス層がキャスティングされた不織布であり、そして前記除去可能なカバー層が、フルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルムである、項目４３に記載のマトリッ
クスパッチ。
（項目５７）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、薬学的に有効な量のピロキシカムをアクリルコポリマー自己接着基
剤中に含有し、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、溶媒、およびジ
メチルイソソルビドまたはジエチレングリコールのモノアルキルエーテルのいずれかを含
有する、マトリックスパッチ。
（項目５８）
　前記溶媒がテトラヒドロフランである、項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目５９）
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの浸透のた
めに、該皮膚と接触して配置され得る、項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目６０）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目５７または項目５８に記載のマトリックスパッチ。
（項目６１）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．５％～約３％のピロキシカムを含有する、項目
６０に記載のマトリックスパッチ。
（項目６２）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．９１％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６３）
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　前記自己接着マトリックス層が、約１．２３％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．４１％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．４９％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．６５％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７８％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．９４％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．３６％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目７０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．５３％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目７１）
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有する、項目５７に記載の
マトリックスパッチ。
（項目７２）
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
する、項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目７３）
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、項目７２に記載のマトリックスパッチ。
（項目７４）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目７５）
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、項目５７に記載のマトリックス
パッチ。
（項目７６）
　前記溶媒がエバポレーションにより除去される、項目５７に記載のマトリックスパッチ
。
（項目７７）
　前記溶媒の除去後のピロキシカムの重量百分率が、約１％～約５％のピロキシカムであ
る、項目７６に記載のマトリックスパッチ。
（項目７８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目７９）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
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載のマトリックスパッチ。
（項目８０）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８１）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８２）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目７７に記載の
マトリックスパッチ。
（項目８３）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８４）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８５）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８６）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８７）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目１に記載のマトリックスパッチを局所的に付着さ
せる工程を包含する、方法。
（項目８８）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目２０に記載のマトリックスパッチを局所的に付着
させる工程を包含する、方法。
（項目８９）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目４３に記載のマトリックスパッチを局所的に付着
させる工程を包含する、方法。
（項目９０）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目５７に記載のマトリックスパッチを局所的に付着
させる工程を包含する、方法。
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【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（発明の特定の実施形態の詳細な説明）
　上記のように、本発明の新規マトリックスパッチは、効力のある結果を達成するために
、最小量の成分を使用し、これによって、従来のマトリックスパッチから生じるあらゆる
潜在的な有害な影響を排除する。従って、本明細書中で使用される場合、用語「から本質
的になる」とは、意図される用途のための組み合わせのためのあらゆる本質的な重要な他
の要素を排除することを意味する。従って、本明細書中に定義されるような要素から本質
的になる組成物は、単離方法および精製方法からの微量の汚染物質、ならびに薬学的に受
容可能なキャリア（例えば、リン酸緩衝化生理食塩水および防腐剤など）を排除しない。
【００１１】
　本発明の新規マトリックスパッチは、除去可能なカバー層（時々、剥離層または剥離可
能なライナーと呼ばれる）、適合性の裏打ち層、およびこれらの層の間のピロキシカム含
有自己接着マトリックス層を有する。この自己接着マトリックス層は、約０．１％～約１
５％、好ましくは約１％～約５％のピロキシカムを、アクリレートコポリマー自己接着基
剤（例えば、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ，Ｚｕｔｐｈｅｎ，Ｈｏｌｌａｎｄから入手可能なＤｕｒｏ－Ｔａｋポリマー（好ま
しくは、Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２））中に有する。いくつかの実施形態にお
いて、自己接着マトリックス層中のピロキシカムの重量％は、約０．７重量％、または約
１．１重量％、または約１．５重量％、または約１．７重量％、または約１．８重量％、
または約２重量％、または約２．２重量％、または約２．４重量％、または約２．９重量
％、または約３．１重量％である。このマトリックスはまた、ペトロラタム（充填材とし
て）、ポリビニルピロリドンＫ－３０（結晶化抑制剤として）、ならびにジメチルイソソ
ルビドおよび／またはジエチレングリコールのモノアルキルエーテル（例えば、ジエチレ
ングリコールのモノエチルエーテル）のいずれか（浸透増強剤として）を含有する。この
アクリレートコポリマー自己接着基剤はまた、約０．１％～約５０％のペトロラタム（好
ましくは約１％～約１０％）、約０．１％～約３５％のポリビニルピロリドンＫ－３０（
好ましくは約１％～約１０％）、および約０．１％～約５０％、好ましくは約１％～約２
０％の、ジメチルイソソルビドまたはジエチレングリコールのモノアルキルエーテル（例
えば、ジエチレングリコールのモノエチルエーテル）のいずれかを含有し、その残りは、
アクリルコポリマー自己接着基剤である。上記選択された成分は、加工のために必要とさ
れる高温（５０℃より高温）において、混和性である。
【００１２】
　マトリックスの処方物と適合性である任意の適切なカバー層または裏打ち層が、使用さ
れ得る。「適切」とは、この文脈において、その層がマトリックス層と適合性である材料
から作製され、そしてこのマトリックス層が使用前の貯蔵中に分解することを防止し、そ
して使用中にも残る裏打ち層に関して、使用中にこの層を通るこのマトリックス層の滲出
も漏出も可能にしないことを意味する。さらに、この裏打ちは、マトリックス層に適切に
接着するべきであり、そして貯蔵中にしわにならず、他の方法でこのマトリックス層をこ
の裏打ち層から分離させないべきである。「適合性」とは、裏打ち層に関する場合、製造
プロセスと適合性であり（すなわち、使用されるプロセス条件下で分解も溶解もしない）
、そしてピロキシカムが少なくとも１２ヶ月、そしてより好ましくは、少なくとも１８ヶ
月の貯蔵寿命中に結晶化しないように安定である、材料をいう。使用において、このカバ
ー層が除去されて、自己接着マトリックス層を露出させ、この自己接着マトリックス層が
、この層を下にして、所望の用途の領域の皮膚に付けられて接触および接着し、これによ
って、このパッチが皮膚上にある限り（そしてピロキシカムがこのマトリックス層内に依
然としてある限り）、ピロキシカムがこのマトリックス層から移動してこの皮膚を通って
浸透することを可能にする。このパッチは、皮膚上にあるときに光に曝露され得るので、
この裏打ち層は、好ましくは、紫外光を遮断し得るか、またはさほど好ましくはないが必
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要に応じて、このマトリックス層は、適切な適合性の紫外光遮断成分を含有するべきであ
る。この裏打ち層は、望ましくは、皮膚の色であるか、または皮膚の色に近いことにより
、通常の衣服を着用する場合に見え得る皮膚の領域で適所にある場合に、さほど見えない
（例えば、袖が短いシャツまたはブラウスの着用時に肘にある場合、あるいは半ズボンの
着用時に膝にある場合）。
【００１３】
　ピロキシカムおよび本発明の全ての他の成分は周知であり、そして一般に複数の供給者
から市販されている。これらの成分は、薬学的調製物における使用に適切であることが当
該分野において公知である任意の化学形態（例えば、ピロキシカム自体、またはその任意
の薬学的に受容可能な誘導体の形態もしくはプロドラッグ）で使用され得る。上記のよう
に、Ｄｕｒｏ－Ｔａｋアクリルコポリマー（好ましくは、Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２
０５２）は、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ，Ｚｕｔｐｈｅｎ，Ｈｏｌｌａｎｄから得られ得る。ペトロラタム（商標Ｐｒｏｔｏ
ｐｅｔ（登録商標）のもとで販売されている）は、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ，Ｉｎｃ．，Ｍａ
ｈｗａｈ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙから得られ得る（例えば、Ｓｕｐｅｒ　Ｗｈｉｔｅ　Ｐ
ｒｏｔｏｐｅｔ（登録商標））。ポリビニルピロリドンＫ－３０は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（ＩＳＰ），Ｗａｙｎｅ，Ｎｅｗ　Ｊ
ｅｒｓｅｙから得られ得る。ジメチルイソソルビドは、Ｃｒｏｄａ，Ｉｎｃ．，Ｅｄｉｓ
ｏｎ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙから得られ得る。ジエチレングリコールのモノエチルエーテ
ル（商標Ｔｒａｎｓｃｕｔｏｌ　Ｐ（登録商標）のもとで販売されている）は、Ｇａｔｔ
ｅｆｏｓｓｅ，Ｓａｉｎｔ－Ｐｒｉｅｓｔ　Ｃｅｄｅｘ，Ｆｒａｎｃｅから得られ得る。
適切な裏打ち層材料は、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性
接着剤でコーティングされている不織布）であり、この裏打ち層材料は、Ａｄｈｅｓｉｖ
ｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａか
ら得られ得る。いくつかの実施形態において、この裏打ち層材料は、片面が低アレルギー
性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐ
ｅである。適切なカバー層材料は、フルオロポリマーをコーティングされたポリエステル
フィルムであり、例えば、３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａから得られ得るＮ
ｏ．９７４４である。選択されたマトリックス材料への充分な接着を有する裏打ち、また
はマトリックスと適合性である予めコーティングされた接着性裏打ちが適切である。
【００１４】
　マトリックスパッチの構造は、Ｈｓｕらの米国特許第５，９８９，５８６号の図１（お
よび先行技術の類似の開示）に概略的に示されるような構造であり、この図は、裏打ち層
、カバー層（すなわち、剥離層または剥離可能なライニング）、およびこれらの層の間の
マトリックス層を示し、そして本明細書中に簡単に記載されるように調製され得る。
【００１５】
　１つの実施形態において、本発明のパッチは、ピロキシカムと他のマトリックス層成分
とを、約６０℃で、全ての粉末成分が溶解するまで混合し、次いでこの混合物を完全に均
質になるまでボルテックスし、続いて短時間（同様に約６０℃で）加熱してあらゆる気泡
を除去し、次いでこの混合物をフィルムとして裏打ち層上にキャスティングすることによ
って、調製され得る。カバー層が付けられ、そしてこれらのパッチが所望のサイズおよび
形状に切断され、そして外装内に個々に保存される。
【００１６】
　別の実施形態において、これらのマトリックスパッチは、成分を適切な溶媒中で混合す
ることによって、溶媒キャスティングにより調製され得る。この溶液は、基材、裏打ち部
材または除去可能なライナー上にキャスティングされる。１つの実施形態において、この
溶液は、裏打ち層上にキャスティングされる。混合とキャスティングとの両方が、好まし
くは、周囲温度で行われる。必要に応じて、このフィルムでコーティングされた材料は次
いで、周囲温度以上（例えば、約４０℃～約１３０℃の範囲の温度）で、５分間～７０分
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間の範囲の時間にわたって焼成される。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有接着剤
が均一なフィルムとして残る。
【００１７】
　このマトリックスパッチがこの方法に従って調製される場合、湿潤組成物とは、溶媒を
含有する組成物をいう。この湿潤組成物は、約０．１重量％～約９０重量％の溶媒を有す
る。特定の実施形態において、この溶媒は、テトラヒドロフランである。
【００１８】
　活性成分、キャリア、または接着剤のための溶媒は、生体適合性および溶解されるべき
材料の溶解度、そして適切な場合は、送達されるべき活性成分または活性剤との相互作用
に基づいて選択される。例えば、活性成分または活性剤が溶媒に溶解する容易さ、および
送達されるべき活性成分または活性剤に対する溶媒の有害な影響がないことが、溶媒を選
択する際に考慮される要因である。水性溶媒は、水溶性ポリマーから形成されるマトリッ
クスを作製するために、使用され得る。有機溶媒は代表的に、疎水性ポリマーおよびある
種の親水性ポリマーを溶解させるために、使用される。好ましい有機溶媒は、揮発性であ
るか、または比較的低い沸点を有するか、または減圧下で除去され得、そして微量でのヒ
トへの投与が認容可能である（例えば、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ））。他の溶媒（例
えば、酢酸エチル、エタノール、メタノール、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、アセト
ン、アセトニトリル、塩化メチレン、酢酸、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）およびク
ロロホルム、ならびにこれらの組み合わせもまた、利用され得る。好ましい溶媒は、Ｆｅ
ｄｅｒａｌ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ第６２巻、第８５号、第５４３０１－２４３０９頁（１９
９７年５月）に公開されるような、食品医薬品局によりクラス３の残留溶媒として等級付
けられる溶媒である。
【００１９】
　平方センチメートルでのパッチのサイズは、マトリックスパッチが皮膚と接触したまま
にされることを意図される時間にわたって所望の投薬量のピロキシカムを与えるためと、
炎症の局所領域の全てまたは一部を覆うためとの、両方のために選択される。送達される
ピロキシカムの所望の用量に関して、この用量は、本発明の任意の所定のマトリックス層
が有する浸透速度と、使用されるマトリックスパッチのサイズとの両方に依存する。両方
の要因が、当該分野において周知である。ピロキシカム含有マトリックス層は、Ｈｓｕら
の図１に示されるように、端から端まで広がり得るか、または所望であれば、ピロキシカ
ム含有層と同じアクリルコポリマー（例えば、Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２）も
しくは他の適合性感圧性接着剤を有する小さいピロキシカム非含有自己接着層が、ピロキ
シカム含有層がキャスティングされる前もしくは後に、このパッチの外周にキャスティン
グされ得る。後者の例において、本発明のマトリックスパッチは、２つの別々の層の代わ
りに１つのみのマトリックス層を有することを除いて、Ｌｉｐｐらの米国特許第５，９０
４，９３１号の図２および図３と類似の構造を有する。すなわち、Ｌｉｐｐらにおいて６
および８として示されるものの間に空間が存在せずに、Ｌｉｐｐらにより示されるように
本発明のマトリックス層を取り囲むピロキシカム非含有感圧性接着剤層が存在する。
【００２０】
　本発明のマトリックスパッチは、ピロキシカムの所望の投与を達成する時間（一般に、
８時間、１０時間または１２時間）にわたって、皮膚に付けられる。この時間は部分的に
、各特定の個体の要求、および投与されることが望まれる経皮投薬量に依存する。一旦、
有利な結果が達成されたら、この個体は、維持計画に参加させられ得、ここで、ピロキシ
カムの投与が、治療が最初に行われたときと同じピロキシカムの投与を必ずしも有さずに
、これらの有利な結果を維持するために必要とされる場合に定期的に施される。これは、
予測されるように、個体ごとに異なり得る。
【００２１】
　本発明のマトリックスパッチは、ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性
および慢性の疼痛および炎症の局所処置のために有用である。いくつかの実施形態におい
てこの哺乳動物は、ヒトである。他の実施形態において、この哺乳動物は、実験室で一般
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的に使用される哺乳動物（例えば、マウス、ラット、またはイヌ）である。
【実施例】
【００２２】
　以下の実施例において、記載される全ての百分率は重量％であり、そして以下の略語は
以下の意味を有する：
　ｃｍ　　　　＝　センチメートル
　ｍｇ　　　　＝　ミリグラム
　ｓｑ．ｃｍ．＝　平方センチメートル。
【００２３】
　本発明のマトリックスパッチは、以下の具体的な実施形態によって例示される。
【００２４】
　実施例１（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．５ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、８６．４ｍｇ（３．４５％）のペトロラタム、１
４２．５ｍｇ（５．７％）のジメチルイソソルビド、および５５ｍｇ（２．２％）のポリ
ビニルピロリドンを、２，１８８．７ｍｇ（８７．５５８％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８
７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層を
有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリ
ル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ
，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、
次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（
３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性
感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎ
ｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが
、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２
．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマ
トリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に
、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００２５】
　実施例２（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．５ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、８６．４ｍｇ（３．４５％）のペトロラタム、１
４２．５ｍｇ（５．７％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および５５ｍ
ｇ（２．２％）のポリビニルピロリドンを、２，１８８．７ｍｇ（８７．５５８％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己
接着マトリックス層を有する。実施例１においてと同様に、このマトリックス層を、ＡＲ
７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた
不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐ
ｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリ
マーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓ
ｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティ
ングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂ
ｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。
キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断
する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置
する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れ
た浸透を示す。
【００２６】
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　実施例３（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、３７
．５ｍｇ（１．５０％）のピロキシカム、１１７．８ｍｇ（４．７１％）のペトロラタム
、１９４．３ｍｇ（７．７７％）のジメチルイソソルビド、および７５ｍｇ（３．０％）
のポリビニルピロリドンを、２，０７５．５ｍｇ（８３．０２％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　
３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス
層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のア
クリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒ
ｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティング
し、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィル
ム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギ
ー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐ
ｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×
１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そし
てマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用
中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００２７】
　実施例４（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、３７
．５ｍｇ（１．５０％）のピロキシカム、１１７．８ｍｇ（４．７１％）のペトロラタム
、１９４．３ｍｇ（７．７７％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
７５ｍｇ（３．０％）のポリビニルピロリドンを、２，０７５．５ｍｇ（８０．０２％）
のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、
自己接着マトリックス層を有する。実施例３においてと同様に、このマトリックス層を、
ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングさ
れた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ
，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎ
ｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコー
ティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ
　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得
る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に
切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて
配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの
優れた浸透を示す。
【００２８】
　実施例５（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４２
．５ｍｇ（１．７０％）のピロキシカム、１３３．５ｍｇ（５．３４％）のペトロラタム
、２２０．２ｍｇ（８．８１％）のジメチルイソソルビド、および８５ｍｇ（３．４０％
）のポリビニルピロリドンを、２，０１８．９ｍｇ（８０．７６％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ
　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリック
ス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）の
アクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａ
ｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティン
グし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
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ルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレル
ギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　
Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａ
ｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ
×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そ
してマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使
用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００２９】
　実施例６（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４２
．５ｍｇ（１．７０％）のピロキシカム、１３３．５ｍｇ（５．３４％）のペトロラタム
、２２０．２ｍｇ（８．８１％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
８５ｍｇ（３．４０％）のポリビニルピロリドンを、２，０１８．９ｍｇ（８０．７６％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する
、自己接着マトリックス層を有する。実施例５においてと同様に、このマトリックス層を
、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティング
された不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃ
ｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオ
ロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎ
ｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコ
ーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌ
ｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され
得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）
に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させ
て配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカム
の優れた浸透を示す。
【００３０】
　実施例７（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４５
ｍｇ（１．８％）のピロキシカム、１４１．３ｍｇ（５．６５％）のペトロラタム、２３
３．１ｍｇ（９．３２％）のジメチルイソソルビド、および９０ｍｇ（３．６０％）のポ
リビニルピロリドンを、１，９９０．６ｍｇ（７９．６２％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８
７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層を
有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリ
ル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ
，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、
次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（
３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性
感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎ
ｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが
、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２
．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマ
トリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に
、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００３１】
　実施例８（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４５
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ｍｇ（１．８％）のピロキシカム、１４１．３ｍｇ（５．６５％）のペトロラタム、２３
３．１ｍｇ（９．３２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および９０ｍ
ｇ（３．６０％）のポリビニルピロリドンを、１，９９０．６ｍｇ（７９．６２％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己
接着マトリックス層を有する。実施例７においてと同様に、このマトリックス層を、ＡＲ
７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた
不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐ
ｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリ
マーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓ
ｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティ
ングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂ
ｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。
キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断
する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置
する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れ
た浸透を示す。
【００３２】
　実施例９（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５０
ｍｇ（２％）のピロキシカム、１５７ｍｇ（６．２８％）のペトロラタム、２５９ｍｇ（
１０．３６％）のジメチルイソソルビド、および１０１ｍｇ（４．０５％）のポリビニル
ピロリドンを、１，９３３ｍｇ（７７．３１％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２
アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層を有する。この
マトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着
剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，
Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．
９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．
Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリ
レート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏ
ａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ち
のために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１
００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層
を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通し
てのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００３３】
　実施例１０（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、局限性の急性および慢性の疼痛および
炎症を処置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチ
は、５０ｍｇ（２％）のピロキシカム、１５７ｍｇ（６．２８％）のペトロラタム、２５
９ｍｇ（１０．３６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および１０１ｍ
ｇ（４．０５％）のポリビニルピロリドンを、１，９３３ｍｇ（７７．３１％）のＤｕｒ
ｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着
マトリックス層を有する。実施例９においてと同様に、このマトリックス層を、ＡＲ７２
６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織
布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎ
ｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマー
でコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔ
ａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティング
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された３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャ
スティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する
。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する
。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸
透を示す。
【００３４】
　実施例１１（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５５
ｍｇ（２．２％）のピロキシカム、１７２．７ｍｇ（６．９１％）のペトロラタム、２８
４．９ｍｇ（１１．４％）のジメチルイソソルビド、および１１０ｍｇ（４．４０％）の
ポリビニルピロリドンを、１，８７７．４ｍｇ（７５．１０％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３
８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層
を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアク
リル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃ
ｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし
、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム
（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー
性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅ
が、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１
２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そして
マトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中
に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００３５】
　実施例１２（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５５
ｍｇ（２．２％）のピロキシカム、１７２．７ｍｇ（６．９１％）のペトロラタム、２８
４．９ｍｇ（１１．４％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および１１０
ｍｇ（４．４０％）のポリビニルピロリドンを、１，８７７．４ｍｇ（７５．１０％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自
己接着マトリックス層を有する。実施例１１においてと同様に、このマトリックス層を、
ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングさ
れた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ
，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎ
ｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコー
ティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ
　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得
る。キャスティング後、これらのキャスティング後のパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１
００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層
を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通し
てのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００３６】
　実施例１３（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、６０



(20) JP 5948322 B2 2016.7.6

10

20

30

40

50

ｍｇ（２．４０％）のピロキシカム、１８８．４ｍｇ（７．５４％）のペトロラタム、３
１０．８ｍｇ（１２．４３％）のジメチルイソソルビド、および１２０ｍｇ（４．８０％
）のポリビニルピロリドンを、１，８２０．８ｍｇ（７２．８３％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ
　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリック
ス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）の
アクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａ
ｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティン
グし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
ルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレル
ギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　
Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａ
ｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ
×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そ
してマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使
用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００３７】
　実施例１４（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、６０
ｍｇ（２．４０％）のピロキシカム、１８８．４ｍｇ（７．５４％）のペトロラタム、３
１０．８ｍｇ（１２．４３％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および１
２０ｍｇ（４．８０％）のポリビニルピロリドンを、１，８２０．８ｍｇ（７２．８３％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する
、自己接着マトリックス層を有する。実施例１３においてと同様に、このマトリックス層
を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティン
グされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏ
ｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフル
オロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉ
ｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤で
コーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅ
ｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用さ
れ得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ
）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触さ
せて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカ
ムの優れた浸透を示す。
【００３８】
　実施例１５（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７２
．５ｍｇ（２．９％）のピロキシカム、２２７．７ｍｇ（９．１１％）のペトロラタム、
３７５．６ｍｇ（１５．０２％）のジメチルイソソルビド、および１４５ｍｇ（５．８０
％）のポリビニルピロリドンを、１，６７９．３ｍｇ（６７．１７％）のＤｕｒｏ－Ｔａ
ｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリッ
クス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）
のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅ
ａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティ
ングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフ
ィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレ
ルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９
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　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔ
ａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃ
ｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、
そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での
使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００３９】
　実施例１６（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７２
．５ｍｇ（２．９％）のピロキシカム、２２７．７ｍｇ（９．１１％）のペトロラタム、
３７５．６ｍｇ（１５．０２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
１４５ｍｇ（５．８０％）のポリビニルピロリドンを、１，６７９．３ｍｇ（６７．１７
％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有す
る、自己接着マトリックス層を有する。実施例１５においてと同様に、このマトリックス
層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティ
ングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒ
ｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフ
ルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍ
ｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤
でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍ
ｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用
され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃ
ｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触
させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシ
カムの優れた浸透を示す。
【００４０】
　実施例１７（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７７
．５ｍｇ（３．１％）のピロキシカム、２４３．４ｍｇ（９．７３％）のペトロラタム、
４０１．５ｍｇ（１６．０６％）のジメチルイソソルビド、および１５５ｍｇ（６．２０
％）のポリビニルピロリドンを、１，６２２．７ｍｇ（６４．９１％）のＤｕｒｏ－Ｔａ
ｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリッ
クス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）
のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅ
ａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティ
ングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフ
ィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレ
ルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９
　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔ
ａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃ
ｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、
そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での
使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００４１】
　実施例１８（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７７
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．５ｍｇ（３．１％）のピロキシカム、２４３．４ｍｇ（９．７３％）のペトロラタム、
４０１．５ｍｇ（１６．０６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
１５５ｍｇ（６．２０％）のポリビニルピロリドンを、１，６２２．７ｍｇ（６４．９１
％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有す
る、自己接着マトリックス層を有する。実施例１７においてと同様に、このマトリックス
層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティ
ングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒ
ｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフ
ルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍ
ｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤
でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍ
ｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用
され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃ
ｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触
させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシ
カムの優れた浸透を示す。
【００４２】
　実施例１９（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．５ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、１０１．８ｍｇ（４．０７％）のペトロラタム、
１３８．１ｍｇ（５．５２％）のジメチルイソソルビド、および１２６．５ｍｇ（５．０
６％）のポリビニルピロリドンを、２，１０６．２ｍｇ（８４．２５％）のＤｕｒｏ－Ｔ
ａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリ
ックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級
）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓ
ｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャステ
ィングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステル
フィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低ア
レルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９
９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　
Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８
ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し
、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体で
の使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
 
【００４３】
　実施例２０（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．５ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、１０１．８ｍｇ（４．０７％）のペトロラタム、
１３８．１ｍｇ（５．５２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および１
２６．５ｍｇ（５．０６％）のポリビニルピロリドンを、２，１０６．２ｍｇ（８４．２
５％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有
する、自己接着マトリックス層を有する。実施例１９においてと同様に、このマトリック
ス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーテ
ィングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　
Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４の
フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，
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Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着
剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　
Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使
用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．
ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接
触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキ
シカムの優れた浸透を示す。
【００４４】
　実施例２１（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、３７
．５ｍｇ（１．５０％）のピロキシカム、１３８．８ｍｇ（５．５５％）のペトロラタム
、１８８．３ｍｇ（７．５３％）のジメチルイソソルビド、および１７２．５ｍｇ（６．
９％）のポリビニルピロリドンを、１，９６３ｍｇ（７８．５２％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ
　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリック
ス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）の
アクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａ
ｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティン
グし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
ルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレル
ギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　
Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａ
ｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ
×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そ
してマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使
用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００４５】
　実施例２２（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、３７
．５ｍｇ（１．５０％）のピロキシカム、１３８．８ｍｇ（５．５５％）のペトロラタム
、１８８．３ｍｇ（７．５３％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
１７２．５ｍｇ（６．９％）のポリビニルピロリドンを、１，９６３ｍｇ（７８．５２％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する
、自己接着マトリックス層を有する。実施例２１においてと同様に、このマトリックス層
を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティン
グされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏ
ｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフル
オロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉ
ｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤で
コーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅ
ｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用さ
れ得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ
）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触さ
せて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカ
ムの優れた浸透を示す。
【００４６】
　実施例２３（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
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置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４２
．５ｍｇ（１．７０％）のピロキシカム、１５７．３ｍｇ（６．２９％）のペトロラタム
、２１３．４ｍｇ（８．５３％）のジメチルイソソルビド、および１９５．５ｍｇ（７．
８２％）のポリビニルピロリドンを、１，８９１．４ｍｇ（７５．６６％）のＤｕｒｏ－
Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マト
リックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等
級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅ
ｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャス
ティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステ
ルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低
アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６
９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ
　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを
８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去
し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体
での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００４７】
　実施例２４（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４２
．５ｍｇ（１．７０％）のピロキシカム、１５７．３ｍｇ（６．２９％）のペトロラタム
、２１３．４ｍｇ（８．５３％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
１９５．５ｍｇ（７．８２％）のポリビニルピロリドンを、１，８９１．４ｍｇ（７５．
６６％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含
有する、自己接着マトリックス層を有する。実施例２３においてと同様に、このマトリッ
クス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコー
ティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ
　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４
のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ
，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接
着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ
　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために
使用され得る。キャスティング後のこれらのパッチのサイズを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１
００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層
を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通し
てのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００４８】
　実施例２５（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４５
ｍｇ（１．８％）のピロキシカム、１６６．５ｍｇ（６．６６％）のペトロラタム、２２
５．９ｍｇ（９．０４％）のジメチルイソソルビド、および２０７ｍｇ（８．２８％）の
ポリビニルピロリドンを、１，８５５．６ｍｇ（８．２８％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８
７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層を
有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリ
ル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ
，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、
次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（
３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性
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感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎ
ｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが
、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２
．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマ
トリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に
、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００４９】
　実施例２６（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４５
ｍｇ（１．８％）のピロキシカム、１６６．５ｍｇ（６．６６％）のペトロラタム、２２
５．９ｍｇ（９．０４％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２０７
ｍｇ（８．２８％）のポリビニルピロリドンを、１，８５５．６ｍｇ（８．２８％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己
接着マトリックス層を有する。実施例２５においてと同様に、このマトリックス層を、Ａ
Ｒ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされ
た不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，
Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポ
リマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅ
ｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーテ
ィングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　
Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る
。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切
断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配
置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優
れた浸透を示す。
【００５０】
　実施例２７（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５０
ｍｇ（２％）のピロキシカム、１８６ｍｇ（７．４４％）のペトロラタム、２５１ｍｇ（
１０．０４％）のジメチルイソソルビド、および２２８ｍｇ（９．１２％）のポリビニル
ピロリドンを、１，７８５ｍｇ（７１．４％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２ア
クリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層を有する。このマ
トリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤
でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇ
ｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９
７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐ
ａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレ
ート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａ
ｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちの
ために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１０
０ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を
皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通して
のピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００５１】
　実施例２８（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
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置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５０
ｍｇ（２％）のピロキシカム、１８６ｍｇ（７．４４％）のペトロラタム、２５１ｍｇ（
１０．０４％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２２８ｍｇ（９．
１２％）のポリビニルピロリドンを、１，７８５ｍｇ（７１．４％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ
　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリック
ス層を有する。実施例２７においてと同様に、このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片
面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａ
ｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌ
ｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーテ
ィングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆
う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３
Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐ
ｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティン
グ後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用に
おいて、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これら
のパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す
。
【００５２】
　実施例２９（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５５
ｍｇ（２．２％）のピロキシカム、２０３．５ｍｇ（８．１４％）のペトロラタム、２７
６．１ｍｇ（１１．０４％）のジメチルイソソルビド、および２５３ｍｇ（１０．１２％
）のポリビニルピロリドンを、１，７１２．４ｍｇ（６８．５％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　
３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス
層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のア
クリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒ
ｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティング
し、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィル
ム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギ
ー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐ
ｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×
１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そし
てマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用
中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００５３】
　実施例３０（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５５
ｍｇ（２．２％）のピロキシカム、２０３．５ｍｇ（８．１４％）のペトロラタム、２７
６．１ｍｇ（１１．０４％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２５
３ｍｇ（１０．１２％）のポリビニルピロリドンを、１，７１２．４ｍｇ（６８．５％）
のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、
自己接着マトリックス層を有する。実施例２９においてと同様に、このマトリックス層を
、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティング
された不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃ
ｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオ
ロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎ
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ｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコ
ーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌ
ｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され
得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）
に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させ
て配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカム
の優れた浸透を示す。
【００５４】
　実施例３１（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、６０
ｍｇ（２．４０％）のピロキシカム、２２２ｍｇ（８．８８％）のペトロラタム、３０１
．２ｍｇ（１２．０５％）のジメチルイソソルビド、および２７６ｍｇ（１１．０４％）
のポリビニルピロリドンを、１，６４０．８ｍｇ（６５．６３％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　
３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス
層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のア
クリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒ
ｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティング
し、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィル
ム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギ
ー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐ
ｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×
１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そし
てマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用
中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００５５】
　実施例３２（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、６０
ｍｇ（２．４０％）のピロキシカム、２２２ｍｇ（８．８８％）のペトロラタム、３０１
．２ｍｇ（１２．０５％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２７６
ｍｇ（１１．０４％）のポリビニルピロリドンを、１，６４０．８ｍｇ（６５．６３％）
のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、
自己接着マトリックス層を有する。実施例３１においてと同様に、このマトリックス層を
、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティング
された不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃ
ｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオ
ロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎ
ｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコ
ーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌ
ｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され
得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）
に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させ
て配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカム
の優れた浸透を示す。
【００５６】
　実施例３３（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
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置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７２
．５ｍｇ（２．９％）のピロキシカム、２６８．３ｍｇ（１０．７３％）のペトロラタム
、３６３．９５ｍｇ（１４．５６％）のジメチルイソソルビド、および３３３．５ｍｇ（
１３．３４％）のポリビニルピロリドンを、１，４６１．８ｍｇ（５８．５％）のＤｕｒ
ｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着
マトリックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医
療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　
Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキ
ャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエ
ステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面
が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　
９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａ
ｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッ
チを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を
除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被
験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００５７】
　実施例３４（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７２
．５ｍｇ（２．９％）のピロキシカム、２６８．３ｍｇ（１０．７３％）のペトロラタム
、３６３．９５ｍｇ（１４．５６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、お
よび３３３．５ｍｇ（１３．３４％）のポリビニルピロリドンを、１，４６１．８ｍｇ（
５８．５％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中
に含有する、自己接着マトリックス層を有する。実施例３３においてと同様に、このマト
リックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤で
コーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌ
ｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７
４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａ
ｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレー
ト接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔ
ｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのた
めに使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００
ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮
膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通しての
ピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００５８】
　実施例３５（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７７
．５ｍｇ（３．１％）のピロキシカム、２８６．８ｍｇ（１１．４７％）のペトロラタム
、３８９．１ｍｇ（１５．５６％）のジメチルイソソルビド、および３５６．５ｍｇ（１
４．２６％）のポリビニルピロリドンを、１，３９０．２ｍｇ（５５．６１％）のＤｕｒ
ｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着
マトリックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医
療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　
Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキ
ャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエ
ステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面
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が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　
９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａ
ｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッ
チを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を
除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被
験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００５９】
　実施例３６（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７７
．５ｍｇ（３．１％）のピロキシカム、２８６．８ｍｇ（１１．４７％）のペトロラタム
、３８９．１ｍｇ（１５．５６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、およ
び３５６．５ｍｇ（１４．２６％）のポリビニルピロリドンを、１，３９０．２ｍｇ（５
５．６１％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中
に含有する、自己接着マトリックス層を有する。実施例３５においてと同様に、このマト
リックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤で
コーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌ
ｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７
４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａ
ｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレー
ト接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔ
ｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのた
めに使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００
ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮
膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通しての
ピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００６０】
　実施例３７（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．８ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、１０３ｍｇ（４．１２％）のペトロラタム、１３
９ｍｇ（５．５６％）のジメチルイソソルビド、および１２６．３ｍｇ（５．０５％）の
ポリビニルピロリドンを、２，１０４ｍｇ（８４．１６％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７
－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層を有
する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル
感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，
Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次
いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３
Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感
圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇ
ｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、
この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．
５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマト
リックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、
皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００６１】
　実施例３８（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
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置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．８ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、１０３ｍｇ（４．１２％）のペトロラタム、１３
９ｍｇ（５．５６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および１２６．３
ｍｇ（５．０５％）のポリビニルピロリドンを、２，１０４ｍｇ（８４．１６％）のＤｕ
ｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接
着マトリックス層を有する。実施例３７においてと同様に、このマトリックス層を、ＡＲ
７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた
不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐ
ｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリ
マーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓ
ｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティ
ングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂ
ｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。
キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断
する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置
する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れ
た浸透を示す。
【００６２】
　実施例３９（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、３７
．５ｍｇ（１．５％）のピロキシカム、１３９．１ｍｇ（５．５７％）のペトロラタム、
１８７．９ｍｇ（７．５２％）のジメチルイソソルビド、および１７０．６ｍｇ（６．８
３％）のポリビニルピロリドンを、１，９６４．９ｍｇ（７８．６％）のＤｕｒｏ－Ｔａ
ｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリッ
クス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）
のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅ
ａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティ
ングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフ
ィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレ
ルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９
　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔ
ａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃ
ｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、
そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での
使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００６３】
　実施例４０（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、３７
．５ｍｇ（１．５％）のピロキシカム、１３９．１ｍｇ（５．５７％）のペトロラタム、
１８７．９ｍｇ（７．５２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および１
７０．６ｍｇ（６．８３％）のポリビニルピロリドンを、１，９６４．９ｍｇ（７８．６
％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有す
る、自己接着マトリックス層を有する。実施例３９においてと同様に、このマトリックス
層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティ
ングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒ
ｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフ
ルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍ
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ｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤
でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍ
ｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用
され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃ
ｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触
させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシ
カムの優れた浸透を示す。
【００６４】
　実施例４１（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４２
．５ｍｇ（１．７０％）のピロキシカム、１５７．７ｍｇ（６．３１％）のペトロラタム
、２１２．９ｍｇ（８．５２％）のジメチルイソソルビド、および１９３．４ｍｇ（７．
７４％）のポリビニルピロリドンを、１，８９３．５ｍｇ（７５．７４％）のＤｕｒｏ－
Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マト
リックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等
級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅ
ｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャス
ティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステ
ルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低
アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６
９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ
　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを
８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去
し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体
での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００６５】
　実施例４２（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４２
．５ｍｇ（１．７０％）のピロキシカム、１５７．７ｍｇ（６．３１％）のペトロラタム
、２１２．９ｍｇ（８．５２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
１９３．４ｍｇ（７．７４％）のポリビニルピロリドンを、１，８９３．５ｍｇ（７５．
７４％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含
有する、自己接着マトリックス層を有する。実施例４１においてと同様に、このマトリッ
クス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコー
ティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ
　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４
のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ
，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接
着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ
　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために
使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ
．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に
接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロ
キシカムの優れた浸透を示す。
【００６６】
　実施例４３（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
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置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４５
ｍｇ（１．８％）のピロキシカム、１６７ｍｇ（６．６８％）のペトロラタム、２２５．
５ｍｇ（９．０２％）のジメチルイソソルビド、および２０４．８ｍｇ（８．１９％）の
ポリビニルピロリドンを、１，８５７．９ｍｇ（７４．３１％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３
８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層
を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアク
リル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃ
ｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし
、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム
（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー
性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅ
が、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１
２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そして
マトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中
に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００６７】
　実施例４４（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、４５
ｍｇ（１．８％）のピロキシカム、１６７ｍｇ（６．６８％）のペトロラタム、２２５．
５ｍｇ（９．０２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２０４．８
ｍｇ（８．１９％）のポリビニルピロリドンを、１，８５７．９ｍｇ（７４．３１％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自
己接着マトリックス層を有する。実施例４３においてと同様に、このマトリックス層を、
ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングさ
れた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ
，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎ
ｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコー
ティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ
　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得
る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に
切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて
配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの
優れた浸透を示す。
【００６８】
　実施例４５（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５０
ｍｇ（２％）のピロキシカム、１８５．５ｍｇ（７．４２％）のペトロラタム、２５０．
５ｍｇ（１０．０２％）のジメチルイソソルビド、および２２７．５ｍｇ（９．１％）の
ポリビニルピロリドンを、１，７８６．５ｍｇ（７１．４６％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３
８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリックス層
を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアク
リル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃ
ｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし
、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム
（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー
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性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅ
が、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１
２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そして
マトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中
に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００６９】
　実施例４６（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５０
ｍｇ（２％）のピロキシカム、１８５．５ｍｇ（７．４２％）のペトロラタム、２５０．
５ｍｇ（１０．０２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２２７．
５ｍｇ（９．１％）のポリビニルピロリドンを、１，７８６．５ｍｇ（７１．４６％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自
己接着マトリックス層を有する。実施例４５においてと同様に、このマトリックス層を、
ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングさ
れた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ
，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎ
ｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコー
ティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ
　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得
る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に
切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて
配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの
優れた浸透を示す。
【００７０】
　実施例４７（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５５
ｍｇ（２．２％）のピロキシカム、２０４．１ｍｇ（８．１６％）のペトロラタム、２７
５．６ｍｇ（１１．０２％）のジメチルイソソルビド、および２５０．３ｍｇ（１０．０
１％）のポリビニルピロリドンを、１，７１５．２ｍｇ（６８．６１％）のＤｕｒｏ－Ｔ
ａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリ
ックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級
）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓ
ｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャステ
ィングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステル
フィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低ア
レルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９
９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　
Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後のこれらのパッチのサ
イズを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層
を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト
被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００７１】
　実施例４８（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
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置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、５５
ｍｇ（２．２％）のピロキシカム、２０４．１ｍｇ（８．１６％）のペトロラタム、２７
５．６ｍｇ（１１．０２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２５
０．３ｍｇ（１０．０１％）のポリビニルピロリドンを、１，７１５．２ｍｇ（６８．６
１％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有
する、自己接着マトリックス層を有する。実施例４７においてと同様に、このマトリック
ス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーテ
ィングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　
Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４の
フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，
Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着
剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　
Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使
用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．
ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接
触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキ
シカムの優れた浸透を示す。
【００７２】
　実施例４９（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、６０
ｍｇ（２．４０％）のピロキシカム、２２２．６ｍｇ（８．９０％）のペトロラタム、３
００．６ｍｇ（１２．０２％）のジメチルイソソルビド、および２７３ｍｇ（１０．９２
％）のポリビニルピロリドンを、１，６４３．８ｍｇ（６５．７５％）のＤｕｒｏ－Ｔａ
ｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリッ
クス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）
のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅ
ａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティ
ングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフ
ィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレ
ルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９
　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔ
ａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃ
ｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、
そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での
使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００７３】
　実施例５０（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、６０
ｍｇ（２．４０％）のピロキシカム、２２２．６ｍｇ（８．９０％）のペトロラタム、３
００．６ｍｇ（１２．０２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および２
７３ｍｇ（１０．９２％）のポリビニルピロリドンを、１，６４３．８ｍｇ（６５．７５
％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有す
る、自己接着マトリックス層を有する。実施例４９においてと同様に、このマトリックス
層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティ
ングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒ
ｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４のフ
ルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍ
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ｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤
でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍ
ｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用
され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃ
ｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触
させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキシ
カムの優れた浸透を示す。
【００７４】
　実施例５１（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７２
．５ｍｇ（２．９％）のピロキシカム、２６９ｍｇ（１０．７６％）のペトロラタム、３
６３．２ｍｇ（１４．５３％）のジメチルイソソルビド、および３２９．９ｍｇ（１３．
２％）のポリビニルピロリドンを、１，４６５．４ｍｇ（５８．６２％）のＤｕｒｏ－Ｔ
ａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリ
ックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級
）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓ
ｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャステ
ィングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステル
フィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低ア
レルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９
９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　
Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８
ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し
、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体で
の使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００７５】
　実施例５２（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７２
．５ｍｇ（２．９％）のピロキシカム、２６９ｍｇ（１０．７６％）のペトロラタム、３
６３．２ｍｇ（１４．５３％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および３
２９．９ｍｇ（１３．２％）のポリビニルピロリドンを、１，４６５．４ｍｇ（５８．６
２％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有
する、自己接着マトリックス層を有する。実施例５１においてと同様に、このマトリック
ス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーテ
ィングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　
Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４の
フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，
Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着
剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　
Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使
用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．
ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接
触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキ
シカムの優れた浸透を示す。
【００７６】
　実施例５３（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
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置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７７
．５ｍｇ（３．１％）のピロキシカム、２８７．５ｍｇ（１１．５％）のペトロラタム、
３８８．３ｍｇ（１５．５３％）のジメチルイソソルビド、および３５２．６ｍｇ（１４
．１１％）のポリビニルピロリドンを、１，３９４．１ｍｇ（５５．７６％）のＤｕｒｏ
－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マ
トリックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療
等級）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒ
ｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャ
スティングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエス
テルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が
低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９
６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎ
ｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチ
を８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除
去し、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験
体での使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
【００７７】
　実施例５４（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、７７
．５ｍｇ（３．１％）のピロキシカム、２８７．５ｍｇ（１１．５％）のペトロラタム、
３８８．３ｍｇ（１５．５３％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および
３５２．６ｍｇ（１４．１１％）のポリビニルピロリドンを、１，３９４．１ｍｇ（５５
．７６％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に
含有する、自己接着マトリックス層を有する。実施例５３においてと同様に、このマトリ
ックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコ
ーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅ
ｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４
４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕ
ｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート
接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅ
ｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのため
に使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓ
ｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚
に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピ
ロキシカムの優れた浸透を示す。
【００７８】
　代替の手順
　実施例５５～８１において、本発明のパッチを調製する代替のプロセスが提供される。
以下の実施例において、溶媒のエバポレーションが、周囲温度以上で、好ましくは、使用
される溶媒の沸点よりも５０℃より高くない温度で、行われる。１つの実施形態において
、溶媒のエバポレーションが行われる温度は、周囲温度である。別の実施形態において、
この温度は、使用される溶媒の沸点よりおよそ１５℃、または２０℃、または２５℃、ま
たは３０℃、または３５℃、または４０℃、または４５℃、または５０℃高い＜＜発明者
：実際の温度は沸点よりいかほど高いか＞＞。
【００７９】
　実施例５５（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、８６．４ｍｇ（２．８５％）のペトロラタム、５５ｍｇ（１
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．８２％）のポリビニルピロリドン、および２，１８８．７ｍｇ（７２．２３％）のＤｕ
ｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａを
作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の混
合物である組成物Ｂを、２７．５ｍｇ（０．９１％）のピロキシカム、１４２．５ｍｇ（
４．７％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、
および５３０．３ｍｇ（１７．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂ
を、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび
組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【００８０】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００８１】
　実施例５６（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１１７．８ｍｇ（３．８６％）のペトロラタム、７５ｍｇ（
２．４６％）のポリビニルピロリドン、および２，０７５．５ｍｇ（６８．０８％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、３７．５ｍｇ（１．２３％）のピロキシカム、１９４．３ｍｇ
（６．３７％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビ
ド、および５４８．８ｍｇ（１８％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂ
を、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび
組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【００８２】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００８３】
　実施例５７（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１３３．５ｍｇ（４．４３％）のペトロラタム、８５ｍｇ（
２．８２％）のポリビニルピロリドン、および２，０１８．９ｍｇ（６７．０３％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、４２．５ｍｇ（１．４１％）のピロキシカム、２２０．２ｍｇ
（７．３１％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビ
ド、および５１２．１ｍｇ（１７％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂ
を、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび
組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。



(38) JP 5948322 B2 2016.7.6

10

20

30

40

50

【００８４】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００８５】
　実施例５８（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１４１．３ｍｇ（４．６９％）のペトロラタム、９０ｍｇ（
２．９９％）のポリビニルピロリドン、および１，９９０．６ｍｇ（６６．０９％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、４５ｍｇ（１．４９％）のピロキシカム、２３３．１ｍｇ（７
．７４％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、
および５１２．１ｍｇ（１７％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、
ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成
物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【００８６】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００８７】
　実施例５９（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１５７ｍｇ（５．１８％）のペトロラタム、１０１．３ｍｇ
（３．３４％）のポリビニルピロリドン、および１，９３２．５ｍｇ（６３．７８％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物
Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別
の混合物である組成物Ｂを、５０ｍｇ（１．６５％）のピロキシカム、２５９ｍｇ（８．
５５％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、お
よび５３０．４ｍｇ（１７．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを
、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組
成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【００８８】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
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ｔａ）で覆う。
【００８９】
　実施例６０（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１７２．７ｍｇ（５．６％）のペトロラタム、１１０ｍｇ（
３．５６％）のポリビニルピロリドン、および１，８７７．４ｍｇ（６０．８３％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、５５ｍｇ（１．７８％）のピロキシカム、２８４．９ｍｇ（９
．２３％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、
および５８６．４ｍｇ（１９％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、
ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成
物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【００９０】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００９１】
　実施例６１（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１８８．４ｍｇ（６．１％）のペトロラタム、１２０ｍｇ（
３．８９％）のポリビニルピロリドン、および１，８２０．８ｍｇ（５８．９９％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、６０ｍｇ（１．９４％）のピロキシカム、３１０．８ｍｇ（１
０．０７％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド
、および５８６．４ｍｇ（１９％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを
、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組
成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【００９２】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００９３】
　実施例６２（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２２７．７ｍｇ（７．４２％）のペトロラタム、１５５ｍｇ
（４．７３％）のポリビニルピロリドン、および１，６７９．３ｍｇ（５４．７５％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物
Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別
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の混合物である組成物Ｂを、７２．５ｍｇ（２．３６％）のピロキシカム、３７５．６ｍ
ｇ（１２．２４％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソ
ルビド、および５６７．５ｍｇ（１８．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。
組成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物
Ａおよび組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混
合する。
【００９４】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００９５】
　実施例６３（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２４３．４ｍｇ（７．９３％）のペトロラタム、１５５ｍｇ
（５．０５％）のポリビニルピロリドン、および１，６２２．７ｍｇ（５２．９％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、７７．５ｍｇ（２．５３％）のピロキシカム、４０１．５ｍｇ
（１３．０９％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソル
ビド、および５６７．５ｍｇ（１８．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組
成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａ
および組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合
する。
【００９６】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００９７】
　実施例６４（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１０１．８ｍｇ（３．３６％）のペトロラタム、１２６．５
ｍｇ（４．１７％）のポリビニルピロリドン、および２，１０６．２ｍｇ（６９．５％）
のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成
物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして
別の混合物である組成物Ｂを、２７．５ｍｇ（０．９１％）のピロキシカム、１３８．１
ｍｇ（４．５６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソ
ルビド、および５３０．３ｍｇ（１７．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。
組成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物
Ａおよび組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混
合する。
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【００９８】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【００９９】
　実施例６５（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１３８．８ｍｇ（４．５５％）のペトロラタム、１７２．５
ｍｇ（５．６６％）のポリビニルピロリドン、および１，９６３ｍｇ（６４．３９％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物
Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別
の混合物である組成物Ｂを、３７．５ｍｇ（１．２３％）のピロキシカム、１８８．３ｍ
ｇ（６．１７％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソル
ビド、および５４８．８ｍｇ（１８％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物
Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよ
び組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する
。
【０１００】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１０１】
　実施例６６（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１５７．３ｍｇ（５．２２％）のペトロラタム、１９５．５
ｍｇ（６．４９％）のポリビニルピロリドン、および１，８９１．４ｍｇ（６２．７９％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組
成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そし
て別の混合物である組成物Ｂを、４２．５ｍｇ（１．４１％）のピロキシカム、２１３．
４ｍｇ（７．０８％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソ
ソルビド、および５１２．１ｍｇ（１７％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組
成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａ
および組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合
する。
【０１０２】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
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接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１０３】
　実施例６７（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１６６．５ｍｇ（５．５３％）のペトロラタム、２０７ｍｇ
（６．８７％）のポリビニルピロリドン、および１，８５５．６ｍｇ（６１．６１％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物
Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別
の混合物である組成物Ｂを、４５ｍｇ（１．４９％）のピロキシカム、２２５．９ｍｇ（
７．５％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、
および５１２．１ｍｇ（１７％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、
ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成
物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【０１０４】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１０５】
　実施例６８（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１８６ｍｇ（６．１４％）のペトロラタム、２２８ｍｇ（７
．５２％）のポリビニルピロリドン、および１，７８５ｍｇ（５８．９１％）のＤｕｒｏ
－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａを作製
することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の混合物
である組成物Ｂを、５０ｍｇ（１．６５％）のピロキシカム、２５１ｍｇ（８．２８％）
のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、および５３
０．３ｍｇ（１７．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、ピロキ
シカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成物Ｂを
合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【０１０６】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１０７】
　実施例６９（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２０３．５ｍｇ（６．５９％）のペトロラタム、２５３ｍｇ
（８．２％）のポリビニルピロリドン、および１，７１２．４ｍｇ（５５．４８％）のＤ
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ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、５５ｍｇ（１．７８％）のピロキシカム、２７６．１ｍｇ（８
．９５％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、
および５８６．４ｍｇ（１９％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、
ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成
物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【０１０８】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１０９】
　実施例７０（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２２２ｍｇ（７．１９％）のペトロラタム、２７６ｍｇ（８
．９４％）のポリビニルピロリドン、および１，６４０．８ｍｇ（５３．１６％）のＤｕ
ｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａを
作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の混
合物である組成物Ｂを、６０ｍｇ（１．９４％）のピロキシカム、３０１．２ｍｇ（９．
７６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、お
よび５８６．４ｍｇ（１９％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、ピ
ロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成物
Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【０１１０】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１１１】
　実施例７１（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２６８．３ｍｇ（８．７４％）のペトロラタム、３３３．５
ｍｇ（１０．８７％）のポリビニルピロリドン、および１，４６１．８ｍｇ（４７．６５
％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する
組成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そ
して別の混合物である組成物Ｂを、７２．５ｍｇ（２．３６％）のピロキシカム、３６４
．０ｍｇ（１１．８６％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチル
イソソルビド、および５６７．５ｍｇ（１８．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製
する。組成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、
組成物Ａおよび組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転
子で混合する。
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【０１１２】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１１３】
　実施例７２（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２８６．８ｍｇ（９．３５％）のペトロラタム、３５６．５
ｍｇ（１１．６２％）のポリビニルピロリドン、および１，３９０．２ｍｇ（４５．３２
％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する
組成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そ
して別の混合物である組成物Ｂを、７７．５ｍｇ（２．５３％）のピロキシカム、３８９
．１ｍｇ（１２．６８％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチル
イソソルビド、および５６７．５ｍｇ（１８．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製
する。組成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、
組成物Ａおよび組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転
子で混合する。
【０１１４】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１１５】
　実施例７３（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１０３ｍｇ（３．４％）のペトロラタム、１２６．３ｍｇ（
４．１７％）のポリビニルピロリドン、および２，１０４ｍｇ（６９．４３％）のＤｕｒ
ｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａを作
製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の混合
物である組成物Ｂを、２７．８ｍｇ（０．９２％）のピロキシカム、１３９ｍｇ（４．５
９％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、およ
び５３０．３ｍｇ（１７．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、
ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成
物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【０１１６】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
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ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１１７】
　実施例７４（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１３９．１ｍｇ（４．５９％）のペトロラタム、１７０．６
ｍｇ（５．６３％）のポリビニルピロリドン、および１，９６４．９ｍｇ（６４．８４％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組
成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そし
て別の混合物である組成物Ｂを、３７．５ｍｇ（１．２４％）のピロキシカム、１８７．
９ｍｇ（６．２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソ
ルビド、および５３０．４ｍｇ（１７．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。
組成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物
Ａおよび組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混
合する。
【０１１８】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１１９】
　実施例７５（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１５７．７ｍｇ（５．１７％）のペトロラタム、１９３．４
ｍｇ（６．３４％）のポリビニルピロリドン、および１，８９３．５ｍｇ（６２．１１％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組
成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そし
て別の混合物である組成物Ｂを、４２．５ｍｇ（１．３９％）のピロキシカム、２１２．
９ｍｇ（６．９８％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソ
ソルビド、および５４８．８ｍｇ（１８％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組
成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａ
および組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合
する。
【０１２０】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１２１】
　実施例７６（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１６７ｍｇ（５．４１％）のペトロラタム、２０４．８ｍｇ
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（６．６３％）のポリビニルピロリドン、および１，８５７．９ｍｇ（６０．１９％）の
Ｄｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物
Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別
の混合物である組成物Ｂを、４５ｍｇ（１．４６％）のピロキシカム、２２５．５ｍｇ（
７．３％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、
および５８６．４ｍｇ（１９％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを、
ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組成
物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【０１２２】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１２３】
　実施例７７（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、１８５．５ｍｇ（６．１６％）のペトロラタム、２２７．５
ｍｇ（７．５５％）のポリビニルピロリドン、および１，７８６．５ｍｇ（５９．３１％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組
成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そし
て別の混合物である組成物Ｂを、５０ｍｇ（１．６６％）のピロキシカム、２５０．５ｍ
ｇ（８．３２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソル
ビド、および５１２．１ｍｇ（１７％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物
Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよ
び組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する
。
【０１２４】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１２５】
　実施例７８（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２０４．１ｍｇ（６．６５％）のペトロラタム、２５０．３
ｍｇ（８．１６％）のポリビニルピロリドン、および１，７１５．２ｍｇ（５５．９１％
）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組
成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そし
て別の混合物である組成物Ｂを、５５ｍｇ（１．７９％）のピロキシカム、２７５．６ｍ
ｇ（８．９８％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソル
ビド、および５６７．５ｍｇ（１８．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組
成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａ
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および組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合
する。
【０１２６】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１２７】
　実施例７９（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２２２．６ｍｇ（７．２６％）のペトロラタム、２７３ｍｇ
（８．９％）のポリビニルピロリドン、および１，６４３．８ｍｇ（５３．５９％）のＤ
ｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成物Ａ
を作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして別の
混合物である組成物Ｂを、６０ｍｇ（１．９６％）のピロキシカム、３００．６ｍｇ（９
．８％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソソルビド、お
よび５６７．５ｍｇ（１８．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組成物Ｂを
、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａおよび組
成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合する。
【０１２８】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１２９】
　実施例８０（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２６９ｍｇ（８．８２％）のペトロラタム、３２９．９ｍｇ
（１０．８２％）のポリビニルピロリドン、および１，４６５．４ｍｇ（４８．０７％）
のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する組成
物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そして
別の混合物である組成物Ｂを、７２．５ｍｇ（２．３８％）のピロキシカム、３６３．２
ｍｇ（１１．９１％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチルイソ
ソルビド、および５４８．８ｍｇ（１８％）のテトラヒドロフランを用いて調製する。組
成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、組成物Ａ
および組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転子で混合
する。
【０１３０】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
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ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１３１】
　実施例８１（ＴＨＦ溶媒を用いる湿潤組成物）
　溶媒キャスティングの方法によって経皮マトリックスパッチを作製する際に使用するた
めの湿潤組成物を、最初に、２８７．５ｍｇ（９．３２％）のペトロラタム、３５２．６
ｍｇ（１１．４３％）のポリビニルピロリドン、および１，３９４．１ｍｇ（４５．１７
％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤を含有する
組成物Ａを作製することによって、調製する。次いで、組成物Ａを周囲温度で混合し、そ
して別の混合物である組成物Ｂを、７７．５ｍｇ（２．５１％）のピロキシカム、３８８
．３ｍｇ（１２．５８％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテルまたはジメチル
イソソルビド、および５８６．４ｍｇ（１９．５％）のテトラヒドロフランを用いて調製
する。組成物Ｂを、ピロキシカムが完全に溶解するまで、周囲温度で混合する。次いで、
組成物Ａおよび組成物Ｂを合わせ、そしてキャップをした状態で、タンブラーまたは回転
子で混合する。
【０１３２】
　この湿潤組成物を、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングさ
れた、３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏ
ｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅの裏打ちにキャスティングし得る。混合とキ
ャスティングとの両方を、好ましくは、周囲温度で行う。次いで、このフィルムでコーテ
ィングした材料を、周囲温度以上に加熱する。溶媒のエバポレーションにより、薬物含有
接着フィルムが残る。次いで、このマトリックス層を、Ｎｏ．９７４４のフルオロポリマ
ーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏ
ｔａ）で覆う。
【０１３３】
　ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチは、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルを用いるパッチよりもわずかに好ましい。なぜなら、８時間の使用後に剥が
す際に、皮膚からより容易に除去されるからである。このことは、実施例１と実施例２と
の両方のパッチがヒト被験体での使用中に皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示
すという事実を損なわない。
【０１３４】
　本発明のマトリックスパッチは、本明細書中に記載されるような成分の独特の組み合わ
せのみによって、その所望の局面を達成することができ、そして他の成分を必要とせず、
そして他の成分を有さない（例えば、本発明のマトリックスパッチは、他の溶媒、グリコ
ール、ヒドロキシド放出剤、トリアセチン、ビタミンＥなどを含まない）。
【０１３５】
　本発明の種々の実施形態が記載されたが、これらの実施形態の種々の改変および改造が
、当業者に明らかであることが理解されるべきである。このような改変および改造は、本
発明の範囲内であるとみなされる。本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲の範囲によっ
てのみ限定される。
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